
4－１ 各大会等受賞作品 ①グローバルフォレストピア探究成果発表会最優秀賞受賞作品 

GF探究成果発表会  

（R８年 3月 13日実施） 

発表動画はこちら  
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4－１ 各大会等受賞作品 ②第 27回日本水大賞「国土交通大臣賞」 
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受賞活動発表動画（R７年 7月 7日） 
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4－１ ③日本地理学会 2025年春季学術大会高校生ポスターセッション「会長賞」 
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4－２ 新聞記事・インターネット記事・TV報道・雑誌掲載情報 

年月日 掲載紙 内容・タイトル 

R7.4.26（土） 夕刊デイリー 日本水大賞大臣賞を受賞 宮崎の水防災・水環境を探究 

R7.5.2（金） 宮崎日日新聞 自作わらじで古里満喫 五ヶ瀬中等校生が遠足 

R7.５.７（水） 宮崎日日新聞 
日本水大賞大臣賞 日本地理学会学術大会会長賞 五ヶ

瀬中等校 3人W受賞 

R7.6.27（金） 宮崎日日新聞 日向灘 脅威と向き合う 

R7.７.28（月） 宮崎ニュース UMK 
去年日向灘沖での M7.1 の地震に遭遇した中学生と高校

生 宮崎市青島でフィールドワーク 

R7.７.29（火） MRT宮崎放送 

最大震度 6弱の地震からもうすぐ 1年 青島の住民の意

識に変化はあった？宮崎県内の中高生が防災フィールド

ワーク

R7.7.29（火） 宮崎日日新聞 
津波発生時の課題把握へ 五ヶ瀬中等校生ら青島調査き

ょうまで 

R7.8.2（土） 宮崎日日新聞 土呂久は環境教育適地 

R7.8.8（金） 
宮崎大学 

ホームページ

「いのち」の教育について考え、学ぶ～鶏の解体学習を大

学生が参観～ 

R７.9.21（日） 宮崎ニュース UMK 
のびよ！みやざきっ子 台湾・韓国旅「修学旅行プロデュ

ース大会」 

R7.9.29（月） 夕刊デイリー 五ヶ瀬の荒踊り、勇壮に 恒例の秋季奉納、後世へ 

R7.11.25（火） 
みやざきひなた ch 

（みやひな ch） 
地域を繋いだ奇跡の用水路 

R7.11.26（水） NHK 
NHK ラウンドテーブル 地域課題を傾聴！集合知で改

善へ 

R7.11.28（金） NHK てげオシ！“集合知”で未来を作る～宮崎発！防災会議～ 

R8.１.23（金） 
株式会社リクルート 

ホームページ

『高校生 Ring2025』セミファイナリスト 家族の絆が

ずっとある「ファミリレーション」 

R８.１.31（土） MRT宮崎放送 
みらい・みやざき まなび隊 ひなた DX コンテスト

2025 

R8.２.22（日） MRT宮崎放送 日南 南海トラフ巨大地震想定した避難訓練 

R8.2.26（木） 宮崎日日新聞 津波避難アプリ使い訓練 五ヶ瀬中等と日南高生 

R8.3.9（月） 
宮崎大学 

ホームページ

～ 数理・データサイエンスコンペティション ～ 

～ みやデジ・アカデミーシンポジウム ～ 
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４－３ 運営指導委員会 

１．事業のねらい 

 運営指導委員会は年 2回開催し，事業の計画， 

実施体制，実施方法，実施状況等について本校から

の報告のもと，専門的な見地から指導・助言を行うと

ともに，事業実施上の課題について，解決の方策に関

する助言を行う。また，学校による自己評価の妥当性 

の評価や，生徒の成果発表会等の各種の取組の成

果や事業の効果について，専門的な見地から指導・

助言を行い，本校における事業の改善・充実に向けた

支援を行う。 

また，三浦氏，野添氏は，カリキュラムアドバイザ－と

して教育カリキュラム開発や学校設定科目の開発に

ついて，事業の目標を達成するためにより効果的な成

果を得るための助言を行う。 

２．事業の概要 

運営指導委員一覧 

所属 氏名 主な実績 

授業デザイン研究所 代表 三浦 隆志 元岡山県立林野高等学校長，経済産業省「未来の教

室」実証事業教育コ－チ。 

国立大学法人宮崎大学 

大学院教育学研究科 教授 

野添 生 国立教育政策研究所「新たな学びの実現に向けた教育

課程の在り方に関する研究」探究班に係る委員，「学校

における教育課程編成の実証的研究」国際研究班

（STEAM）に係る委員。 

九州医療科学大学薬学部 教授 甲斐 久博 宮崎大学 産学・地域連携センタ－ 講師。五ヶ瀬高等学

校（現 五ヶ瀬中等教育学校）第１期卒業生。在学中は，

「総合的な学習の時間（フォレストピア学習）」において

体験活動に基づく課題研究を経験。宮崎県立五ヶ瀬中

等教育学校地域との協働による高等学校教育改革推進

事業（グロ－カル型）運営指導委員。 

国立大学法人宮崎大学 学び・学生

支援機構地域人材部門特別講師 

中山 隆 一般財団法人こゆ地域づくり推進機構教育イノベ－ショ

ン推進専門官。小中高生を対象にしたキャリア教育，教

員向け研修や自治体向け研修，生涯学習講座の企画・

運営。 

特定非営利活動法 STeLA Japan/

株式会社ディ－プコア 

根本 紘志 東京大学大学院・国立教育政策研究所などで学習科

学・教育工学の研究や，科学技術政策に関する研究・提

言を行う。 
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４-4 最終成果報告会／運営指導委員会

議事録 

（１）事業のねらい

運営指導委員会を年２回開催し，学校評価や生徒

による成果発表等の各種イベントの評価を踏まえて，

カリキュラムアドバイザーの助言に基づいたカリキュラ

ムの改善及び開発を行う。

（２）事業の概要

①第１回運営指導委員会

日 時：令和７年８月 22日（金）

会 場：五ヶ瀬中等教育学校 G-lab.

内 容：第１部 運営指導委員会 

学校長挨拶 

県教育委員会挨拶 

事業報告 

・探究力を育む学校設定科目等のカリ

キュラム開発に関する事業

・オンラインを活用した大学や研究機関・

協力校との連携に関する事業 

・先端技術(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ)と体験活動(ﾘｱﾙ)を

融合させた「新次元の教育活動」に関す

る事業 

・評価に関する事業

質疑応答 

第２部 指導・助言 

②最終成果報告会／第２回運営指導委員会

日 時：令和７年１２月１１日（木）

会 場：五ヶ瀬中等教育学校 G-lab.

内 容：第１部 授業公開 

文理融合・教科横断型授業公開ⅠⅡ 

ファミリー探究座談会／研究協議ⅠⅡ

第２部 最終成果報告会 

創P事業 最終成果報告会／参加型ワー

クショップ

第３部 運営指導委員会 指導・助言 

（３）事業の成果と課題

①第１回運営指導委員会議事録（一部抜粋）

〇授業時間（55分授業）に関する議論

生徒の集中力が続くか懸念があるものの，他

校での事例や本校生徒の特性から「実施可能」

との見方がある。ただし，授業内容の工夫が不

可欠。お茶の水女子（45分授業 ＋午後は大学

連携）などの事例を挙げ，必ずしも「55 分授業」

が唯一の解決策ではなく，本校（五ヶ瀬）に合っ

ているか再検討の余地がある。 

〇生徒の「二極化」と評価・サポート 

二極化の軸が「学力・偏差値」なのか「学習に 

取り組む態度（意欲）」なのかを明確にする必要

がある。他者との比較ではなく，「過去の自分と

の比較（変容）」や，独自の指標（GPや SM等）

の達成度を軸とすべき。二極化を議論する上でも，

基礎的な知識（ナレッジ）はおろそかにせず，最

低限身につけさせる必要がある。学力が低くても

特定分野で飛び抜けている生徒は，本校の環境

だからこそ目立ち，評価されやすい。何かの分野

に引っかかっている生徒は良いが，どれにも該当

しない生徒には手厚いサポートが必要。 

〇教科横断型授業・探究（学際探究・フォレ探） 

「学際探究」が導入されても，既存の「フォレ

探」がなくなるわけではない。学年が変わるごと

に内容が変わっても問題はなく，本校の取り組

みを宮崎県全体に波及できる可能性がある。学

年ごとに明確なテーマ（例：1 年「木」，2 年

「命」，3 年「武道・スポーツと社会」など）を持

たせるのも良い。 「教科横断」自体が目的にな

っていないか注意が必要。何を身につけ，どう使

うのかが重要。トライアルの時期は過ぎており，

探究で学んだことを各教科に還元し，苦手科目

の克服に繋げる視点を持つなど，本格的な検証

が必要。 

〇学びの多様化と生徒の意欲の引き出し方 

生徒が丸一日考えるような「集中的な時間の

投下」や，部活動のように限界を伸ばす機会が

あっても良い。生徒が興味やキャリアに応じて弾

力的に科目選択できることが重要だが，「自由

に楽しく学べる」という誤った解釈には注意が必

要。学習指導要領の本質と教科書の内容が一

致しているか注視しつつ，「学び方を学ぶ」姿勢

（午後を自由な学びにする他校事例など）を参

考にすべき。「やせいみ・探究・自然・つながり・

自治・DX・フォレ探」といった本校の魅力がしっ

かり生徒に伝わっているか。自校を説明する「問

い」を明確に持つべき。 
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②授業公開／最終成果報告会議事録

参加者：運営指導委員４名，管理機関３名，宮崎

県内企業１名，教職員・教育関係者（宮

崎県外）２名，教職員・教育関係者（宮崎

県内）13 名，県内小学校６年生１名，保

護者１名，本校保護者９名     計３４名 

〇生徒の素晴らしい姿 

一般的な高校生以上の思考力があり，自ら問

いを持ち，対話を通して答えを導き出す姿勢が

育っている。プレゼンテーションの完成度が高く，

発表後の質疑応答でも積極的で深い議論が

行われていた。 

〇先生方の指導力と組織力 

先生方の熱気や，生徒のために考え抜かれた

深い教材研究が伝わってきた。一般の公立校

では難しい「組織的な探究活動」が実践され

ており，教職員の組織力の高さが伺える。 

〇授業デザイン（教科横断・ICT活用） 

教科書の枠を超えた学習課題により，受け身

ではないワクワクする学びが展開されている。

タイとの Zoom 交流や，英語を用いた自然科

学のプレゼンなど，多角的な学びが実践され

ていた。端末に振り切ることなく，効果的に ICT

（Zoom や生成 AI など）が活用され，生徒の

学びを広げている。自然豊かな環境と不便さ

を活かした，「野性味あふれる価値の創造が

できる人材育成」という目標が体現されている。

〇今後の課題・要望・改善点 

今回の授業では理系科目との「融合・絡み」

が少なかったため，もっと見たかった。また，生

成 AI（Gemini）の使用において，生徒自身が

プロンプトを考える機会があるとさらに良い。

保護者の参加者が少なかったため，参加しや

すい金・土曜開催や，Classroom 等での積極

的な事前告知をしてほしい。発表が長引き，他

の授業を見に行けなかったのが少し残念だっ

た。 

③第２回運営指導委員会議事録（一部抜粋）

〇探究学習（学際探究）の成果と今後の課題

以前は不明確だった部分もあったが，今回の

発表で生徒の成長がはっきりと確認できた。生

徒自身が「意外な自分」や「潜在性」に気づけ

る教科として機能している。探究には時間をか

けることが重要。「手を動かす」だけでなく，空

白の紙に書き記すなど「頭を使う（記憶・記録

する）」プロセスも大切である。グループ学習を

今後どう展開していくかが課題。また，探究活

動という枠組みが変わったとしても，各教科の

中で探究的な視点を持ち続けることが重要。

最終発表会の意義や五ヶ瀬ならではの良さを

大人は理解しているが，生徒自身には伝わり

づらい部分があるため，何のための場なのか

目的を明確にする必要がある。 

〇教員の成長と協働・指導体制 

教科横断での先生方の協働手法や著しい成

長は，宮崎県全体の宝であり，他校へ異動した

際にも広めていってほしい。先生方同士の仲の

良さが，そのまま学校全体の良い雰囲気や相

乗効果につながっている。属人的にならず，誰

でも使える仕組みづくりが必要。他県の事例

（探究専門の教員配置や人事異動の工夫）も

参考にし，探究をミッションとして語れる教員を

育てる配慮が求められる。 

〇独自の評価手法（G-CAT等）に対する高評価 

G-CAT（本校独自の評価テスト）は「単純に

面白い」と好評。本来学校で測りにくいコンピ

テンシー（資質・能力）を独自の問題で測ろう

とする試みは非常に優れている。これらのテス

トを通じて，生徒自身に「やはり基礎的な知識

が必要だ」と気づかせ，そこに向かわせる設計

になっている点が素晴らしい。 

〇五ヶ瀬独自の魅力（野性味・キャリア）の言語

化と発信 

他の進学校に比べて卒業生のイメージがやや

曖昧。五ヶ瀬出身の起業家など，その先の「野

性味あふれるキャリア」や育った人物像をベン

チマークとして県全体に示していくべき。寮生

活という特別な環境で五感を働かせる場面が，

生徒のコア（核）やキャリアを育てている。

LOCAL から Global へ視野を広げること（ア

ジア風イエナプランの解釈など）が期待される。

また，6年間の土台から将来へどう繋がるのか，

縦のつながり（カリキュラム等）を可視化して

見せる必要がある。これまでの概念図（ポンチ

絵）は描き直す時期に来ている。
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４－５　令和７年度教育課程授業時数及び単位数表（Ａ表）

学際 理Ⅰ 理Ⅱ
◎現代の国語 2 2
◎言語文化 2 2
論理国語 4 2 2 2 2
文学国語 4
国語表現 4
古典探究 4 2 3 3 2
設：表現探究 4 ②
◎地理総合 2 2
地理探究 3
◎歴史総合 2 1
日本史探究 3 2 3 4・4 4 4 4
世界史探究 3
◎公共 2 1
倫理 2 ② 2 2
政治経済 2 2 2
◎数学Ⅰ 3 1
数学Ａ 2 1
数学Ⅱ 4 2 2
数学Ｂ 2 1 ❶/❷
数学Ⅲ 3 ❶ 2 2
数学Ｃ 1～2 1 1 1
設：数学探究 1 2
○物理基礎 2 2 2
物理 4 ②
○化学基礎 2
化学 4 ② 3 3
○生物基礎 2 2
生物 4 4 4
設：理科基礎探究

◎保健 2 1 1
◎体育 7～8 2 3 2 2 2
○音楽Ⅰ 2
音楽Ⅱ 2
音楽Ⅲ 2
○美術Ⅰ 2 2
美術Ⅱ 2 ②
美術Ⅲ 2 ②
○書道Ⅰ 2
書道Ⅱ 2
書道Ⅲ 2
◎英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 3 3
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 4 4
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 4 4 4 4
論理･表現Ⅰ 2 2
論理･表現Ⅱ 2 1 1 1 1
論理･表現Ⅲ 2
○家庭基礎 2 1
○家庭総合 4

◎情報Ⅰ 2 2
情報Ⅱ 2
設：情報探究 1 1 1 1
設：情報活用 ②
学際探究基礎 1
学際探究 2～5 ❷❹

35 35 35 道徳
35 35 35 特活 3 1 1 1 1 1

70 70 70 3～6 2 2 1 1 1

※ 後期課程の科目の◎は必履修、○は選択必履修です。
※ 後期課程の内容の一部を、前期課程に移行して履修します。（太字・下線）
※ ５年では❶❷から２単位、②から２科目（４単位）を選択して履修します。
※ ６年学際は②❷❹から８単位を選択します。（❷❹は重複不可）

30 30 30

総合的な探究の時間 1

30 30
1050

(30)

1050

(30)

1085

(31)

総時

間数
総単位数 33

❷❹は

重複不可

ＬＨＲ 1

35

（１）

学際

探究
学際

情報
1

35

(1)

技術

家庭

70

(2)

70

(2)

35

(1)

家庭

基礎
家庭

4

1

140

(4)

140

(4)

140

(4)
外国語 外国語

書道

45

(1.3)

35

(1)

35

(1)
美術

2

45

(1.3)

35

(1)

35

(1)
音楽

芸術

105

(3)

105

(3)

105

(3)

保健

体育

保健

体育

3

105

(3)

140

(4)

140

(4)
理科 理科

35

（１）
数学A

1

35

（１）
数学

1

140

(4)

140

(4)

70

(2)
数学Ⅰ

数学

2

35

(1)
公共

70

(2)
社会

公民

2

3

105

(3)

105

(3)

35

(1)

歴史

総合 地理

歴史

155

(4.3)

140

(4)

105

(3)
国語 国語

標準

単位数 ４年 ５年
６年

備考
文系

前期課程 　後　 　期　 　課　 　程    （ 普    通    科 ）

年間授業時数（週）

教科名

単　位　数

１年 ２年 ３年 科目名

71



４
－
６
　
令
和
７
年
度
「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
探
究
」
「
学
際
探
究
基
礎
(
３
学
年
)
」
年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
，
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
等
と
の

連
携

目
標

V
U
C
A
時

代
を

生
き

抜
く

野
性

味
あ

ふ
れ

る
『

価
値

創
造

人
材

』
の

育
成

　
　

身
に

つ
け

さ
せ

た
い

「
５

つ
の

力
」

(
１

)
関

連
付

け
る

力
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
n
g
　

(
２

)
問

う
力

 
Q
u
e
s
t
i
o
n
i
n
g
　

(
３

)
見

る
力

 
O
b
s
e
r
v
i
n
g
　

(
４

)
試

み
る

力
 
E
x
p
e
r
i
m
e
n
t
i
n
g
　

(
５

)
繋

が
る

力
 
N
e
t
w
o
r
k
i
n
g

実
施

予
定

日

G
F⓪

G
F
①

G
F
②

G
F
③

G
F
④

G
F
⑤

G
F
⑥

教
育

課
程

外
学

年
行

事
G
F
⑦

G
F
⑧

教
育

課
程

外
学

年
行

事
G
F
⑨

G
F
⑩

１
日

研
修

G
F
⑪

教
育

課
程

外
寮

行
事

G
F
⑫

G
F
⑬

G
F
⑭

G
F
⑮

G
F
⑯

学
年

別
発

表
校

外
発

表
会

G
F
⑰

代
表

発
表

４
月

５
月

６
月

７
月

９
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

２
月

３
月

放
課

後
4
/
2
4
(
木

)
5
/
1
5
(
木

)
5
/
2
2
(
木

)
6
/
5
(
木

)
7
/
3
(
木

)
7
/
1
7
(
木

)
7
/
2
1
(
月

祝
)

9
/
1
1
(
木

)
9
/
1
8
(
木

)
9
/
2
8
(
日

)
1
0
/
2
3
(
木

)
1
0
/
3
1
(
木

)
1
1
/
5
(
水

)
1
1
/
2
7
(
木

)
1
2
/
1
3
(
土

)
1
2
/
1
8
(
木

)
1
/
1
5
(
木

)
1
/
2
9
(
木

)
2
/
1
9
(
木

)
3
/
6
(
金

)
3
/
7
(
土

)
3
月

2
週

目
3
/
1
2
(
木

)
3
/
1
3
(
金

)

単
位

時
間

数
-

6
時

間
3
時

間
3
時

間
3
時

間
3
時

間
3
時

間
-

3
時

間
3
時

間
-

3
時

間
3
時

間
7
時

間
3
時

間
-

3
時

間
3
時

間
3
時

間
3
時

間
3
時

間
6
時

間
6
時

間
3
時

間
6
時

間

１ 年

郷 土 探 究 １

テ
ー

マ
地

域
の

自
然

と
文

化
に

触
れ

る
こ

と
で

感
性

を
磨

き
，

新
た

な
発

見
か

ら
疑

問
を

積
み

立
て

る
（

発
見

・
立

問
）

【
？

（
は

て
な

）
貯

金
】

　
チ

ー
ム

探
究

実
践

内
　

容
わ

ら
う

ち
わ

ら
す

き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら

じ
作

り
わ

ら
じ

遠
足

山
腹

用
水

路
見

学
田

植
え

体
験

茶
摘

み
体

験

【
全

日
】

神
話

の
里

神
社

巡
り

高
千

穂
神

楽

カ
ヌ

ー
体

験

-

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

荒
踊

り
 
講

話
稲

刈
り

体
験

ユ
ネ

ス
コ

無
形

文
化

遺
産

荒
踊

り
本

番

竹
細

工
竹

と
ん

ぼ
作

成
脱

穀
体

験
石

橋
巡

り
【

３
限

～
】

餅
つ

き
体

験

-

探
究

活
動

（
体

験
活

動
の

ま
と

め
）

発
表

会
準

備

探
究

成
果

発
表

会
【

学
年

別
】

［
全

員
］

-

シ
イ

タ
ケ

コ
マ

打
ち

体
験

収
穫

体
験

探
究

成
果

発
表

会
1
年

間
の

振
返

り

バ
ス

要
：

県
費

要
：

県
費

要
：

県
費

要
：

県
費

要
：

県
費

連
携

機
関

　

フ
ァ

ミ
リ

ー
本

校
職

員

地
域

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ

本
校

卒
業

生
本

校
職

員

畦
池

港
三

ヶ
所

土
地

改
良

区
(
五

ヶ
瀬

町
)

甲
斐

日
出

志
(
五

ヶ
瀬

町
)

甲
斐

勝
博

新
緑

会
(
五

ヶ
瀬

町
)

高
千
穂
神
社
宮
司

天
岩
戸
神
社
宮
司

（
高
千
穂
町
）

N
P
O
法

人
五

ヶ
瀬

自
然

学
校

(
五

ヶ
瀬

町
)

荒
踊

り
の

館
長

田
豊

明
(
五

ヶ
瀬

町
)

（
坂
本
小
学
校
）

甲
斐

日
出

志
(
五

ヶ
瀬

町
)

甲
斐

勝
博

長
田

豊
明

(
荒

踊
り

の
館

)
１

区
地

域
住

民

竹
細

工
職

人
小

川
鉄

平
（

日
之

影
町

）

甲
斐

日
出

志
(
五

ヶ
瀬

町
)

甲
斐

勝
博

東
陽

石
匠

館
（

八
代

市
）

通
潤

橋
（

山
都

町
）

本
校

職
員

赤
谷

地
区

地
域

住
民

チ
ー

ム
の

探
究

す
る

ﾃ
ｰ
ﾏ
に

よ
っ

て
,
協

力
者

や
連

携
機

関
を

選
択

し
,
依

頼
す

る
。

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
，

G
I
A
H
S
地

域
住

民
,
研

究
協

力
者

,
そ

の
他

自
治

体
や

企
業

,
本

校
職

員
　

等

矢
野

克
彦

（
五

ヶ
瀬

町
）

本
校

職
員

指
導

協
力

者

指
導

者
　

等

(
敬

称
略

)

教
科

等
横

断
的

な
理

科
,
技

術
家

庭
,

道
徳

社
会

,
技

術
家

庭
,

道
徳

国
語

,
数

学
,
理

科
,
社

会
,
技

術
家

庭
,
道

徳

数
学

,
社

会
,
技

術
家

庭
,
道

徳

国
語

,
数

学
,
理

科
,
社

会
,
技

術
家

庭
,
道

徳

国
語

,
社

会
,
英

語
,
道

徳
保

健
体

育
,
理

科
,

道
徳

国
語

,
社

会
,
英

語
,
音

楽
,
美

術
,

保
健

体
育

,
道

徳
理

科
,
社

会
,
道

徳
国

語
,
社

会
,
英

語
,
音

楽
,
美

術
,

保
健

体
育

,
道

徳

数
学

,
理

科
,
社

会
,
技

術
家

庭
,
道

徳

数
学

,
理

科
,
社

会
,
技

術
家

庭
,
道

徳

国
語

,
数

学
,
理

科
,
社

会
,
英

語
,

道
徳

技
術

家
庭

,
保

健
体

育
,
道

徳
全

教
科

学
習

が
考

え
ら

れ
る

教
科

/
科

目
例

２ 年

郷 土 探 究 ２

テ
ー

マ
生

命
を

支
え

る
農

業
を

学
び

，
新

た
な

発
見

か
ら

問
い

を
立

て
，
そ

の
検

証
を

行
う

。
（

立
問

・
運

用
）

　
個

人
探

究
実

践

内
　

容
わ

ら
う

ち
わ

ら
す

き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら

じ
作

り
わ

ら
じ

遠
足

農
業

体
験

①
農

業
体

験
②

農
業

体
験

③
農

業
体

験
④

【
全

日
】

命
の

つ
な

が
り

～
鶏

の
解

体
～

-

収
穫

体
験

収
穫

体
験

(
希

望
者

)
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
荒

踊
り

本
番

【
全
日
】

A
M
 
テ
ー
マ
設
定
①

P
M
 
調
理
(
イ
モ
等
)

シ
イ
タ
ケ
収
穫
体
験

ヤ
マ

メ
の

採
卵

作
業

体
験

生
命

と
産

業
～

土
呂

久
地

区
現

地
研

修
～

探
究

活
動

テ
ー

マ
設

定
②

-

探
究

活
動

（
自

由
研

究
）

～
調

査
・

分
析

・
考

察
・

発
表

準
備

～
発

表
会

準
備

探
究

成
果
発

表
会

【
学

年
別

】
［

全
員

］
-

1
年

間
の

振
り

返
り

探
究

成
果

発
表

会
［

代
表

者
］

畝
作

り
畝

作
り

き
ゅ
う
り
,
イ
モ

と
う
も
ろ
こ
し

ヒ
エ
・
ア
ワ
・
ソ
バ

き
ゅ
う
り
,
イ
モ

と
う
も
ろ
こ
し
等

き
ゅ
う
り
,イ

モ
と
う
も
ろ
こ
し
等

苗
植

え
①

苗
植

え
②

バ
ス

要
：

県
費

要
：

県
費

連
携

機
関

　

フ
ァ

ミ
リ

ー
本

校
職

員

地
域

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ

本
校

卒
業

生
本

校
職

員

太
田

聖
悟

(
五

ヶ
瀬

町
)

養
日
化
学
研
究
所

吉
川
 
透

（
法
人
）

太
田

聖
悟

(
五

ヶ
瀬

町
)

本
校

職
員

S
m
o
l
t

上
野

賢
（

法
人

）

佐
藤
慎
一
､
マ
リ
子

（
高
千
穂
町
）

本
校

職
員

個
人

の
探

究
す

る
ﾃ
ｰ
ﾏ
に

よ
っ

て
,
協

力
者

や
連

携
機

関
を

選
択

し
,
依

頼
す

る
。

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
,
G
I
A
H
S
地

域
住

民
,
研

究
協

力
者

,
そ

の
他

自
治

体
や

企
業

,
本

校
職

員
　

等

指
導

協
力

者

指
導

者
　

等
ｱ
ｼ
ﾞ
ｱ
砒
素
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ

川
原
一
之
(
N
P
O
)

(
敬

称
略

)

教
科

等
横

断
的

な
理

科
,
技

術
家

庭
,

道
徳

社
会

,
技

術
家

庭
,

道
徳

理
科

,
技

術
家

庭
,
道

徳
（

４
月

特
編

期
間

中
に

栽
培

作
物

決
定

）

理
科

,
技

術
家

庭
,

道
徳

内
で

事
前

研
修

実
施

理
科

,
技

術
家

庭
,

道
徳

理
科

,
技

術
家

庭
,

道
徳

理
科

,
技

術
家

庭
,

道
徳

理
科

,
技

術
家

庭
,

道
徳

国
語

，
社

会
，

道
徳

内
で

事
前

研
修

実
施

全
教

科
学

習
が

考
え

ら
れ

る
教

科
/
科

目
例

３ 年

実 践 探 究 ３

テ
ー

マ
自

己
と

地
域

社
会

に
共

通
し

た
課

題
を

知
り

，
行

動
（

ア
ク

シ
ョ

ン
）

を
繰

り
返

し
，

探
究

活
動

を
通

し
て

思
考

を
深

化
さ

せ
る

。
（

実
践

・
深

化
）

内
　

容
わ

ら
う

ち
わ

ら
す

き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら

じ
作

り
わ

ら
じ

遠
足

探
究

概
論

G
I
A
H
S
概

論

【
全
日
】

G
I
A
H
S
を
深
く
学
ぶ

椎
葉
諸
塚
o
r
日
之
影

焼
畑
・
畜
産
・
モ
ザ

イ
ク
林

実
践

探
究

活
動

～
ﾃ
ｰ
ﾏ
設

定
～

A
i
G
R
O
W
受

検

実
践

探
究

活
動

～
ﾃ
ｰ
ﾏ
設

定
～

A
i
G
R
O
W
・

数
理

探
究

ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振

返
り

実
践
探
究
活
動

～
背
景
，
R
Q
，
仮
説

設
定
～

祇
園
神
社
夏
季

例
大
祭
に
向
け
て

祇
園

神
社

夏
季

例
大

祭
哲

学
対

話
実

践
探

究
活

動
～

背
景

，
R
Q
，

仮
説

設
定

～
(
希

望
者

)
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
荒

踊
り

本
番

実
践

探
究

活
動

～
調

査
・

分
析

・
考

察
～

実
践

探
究

活
動

～
調

査
・

分
析

・
考

察
～

価
値

創
造

フ
ォ

ー
ラ

ム

実
践

探
究

活
動

～
調

査
・

分
析

・
考

察
～

夜
神

楽
鑑

賞

実
践
探
究
活
動

～
調
査
・
分
析
・
考

察
～

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
振

返
り

英
語

ア
ブ

ス
ト

ラ
ク

ト
（

要
約

）
作

成
海

外
研

修
に

向
け

て
の

準
備

キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
な

ど

海
外

研
修

（
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
）

海
外

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

探
究

成
果

発
表

-
海

外
研

修
振

返
り

A
i
G
R
O
W
受

検
探

究
成

果
発

表
会

［
代

表
者

］

バ
ス

要
：

県
費

要
：

神
社

よ
り

要
：

寮
費

o
r
自

己
負

担
連

携
機

関
　

フ
ァ

ミ
リ

ー
本

校
職

員

地
域

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ

本
校

卒
業

生
本

校
職

員

本
校

職
員

佐
藤

翔
平

C
N

G
I
A
H
S
ｱ
ｶ
ﾃ
ﾞ
ﾐ
ｰ

本
校

職
員

佐
藤

翔
平

C
N

G
I
A
H
S
ｱ
ｶ
ﾃ
ﾞ
ﾐ
ｰ

本
校

職
員

本
校

職
員

図
書

司
書

本
校

職
員

図
書

司
書

本
校

職
員

祇
園

神
社

梶
谷

真
司

（
東

京
大

学
）

本
校

職
員

本
校

職
員

本
校

職
員

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
本

校
職

員

五
ヶ

瀬
町

室
野

地
区

高
千

穂
町

中
川

登
地

区

本
校

職
員

本
校

職
員

個
人

の
探

究
す

る
ﾃ
ｰ
ﾏ
に

よ
っ

て
,
協

力
者

や
連

携
機

関
を

選
択

し
,
依

頼
す

る
。

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
,
G
I
A
H
S
地

域
住

民
,
研

究
協

力
者

,
本

校
職

員
　

等

指
導

協
力

者

指
導

者
　

等

(
敬

称
略

)

教
科

等
横

断
的

な
理

科
,
技

術
家

庭
,

道
徳

社
会

,
技

術
家

庭
,

道
徳

全
教

科
全

教
科

※
課

題
研

究
メ

ソ
ッ

ド
の

積
極

的
な

活
用

学
習

が
考

え
ら

れ
る

教
科

/
科

目
例

学 際 探 究 基 礎

実
施

予
定

日
学

際
基

礎
①

学
際

基
礎

②
学

際
基

礎
③

学
際

基
礎

④
学

際
基

礎
⑤

学
際

基
礎

⑥
学

際
基

礎
⑦

学
際

基
礎

⑧
学

際
基

礎
⑨

学
際

基
礎

⑩
学

際
基

礎
⑪

学
際

基
礎

⑫
学

際
基

礎
⑬

学
際

基
礎

⑭

5
/
2
9
(
木

)
6
/
1
2
(
木

)
6
/
2
6
(
木

)
7
/
1
0
(
木

)
8
/
2
8
(
木

)
9
/
2
5
(
木

)
1
0
/
2
(
木

)
1
0
/
1
6
(
木

)
1
1
/
6
(
木

)
1
1
/
1
3
(
木

)
1
2
/
4
(
木

)
1
2
/
1
1
(
木

)
1
/
2
2
(
木

)
2
/
5
(
木

)

内
　

容
学

際
基

礎
概

論
図

書
資

料
の

検
索

研
究

論
文

の
検

索

テ
ー

マ
設

定
と

引
用

文
献

仮
説

設
定

と
実

験
計

画

予
備

実
験

に
よ

る
実

験
計

画
の

修
正

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

①
先

端
技

術
×

体
験

活
動

①
先

端
技

術
×

体
験

活
動

②

資
料

か
ら

社
会

や
歴

史
を

紐
解

く
、

問
い

を
導

く

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
の

作
法

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

②
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ

創
P
事

業
最

終
成

果
報

告
会

公
開

授
業

A
I
を

活
用

し
た

英
語

論
文

作
成

の
手

法

J
I
C
A

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

事
前

研
修

教
科

等
横

断
的

な

図
書

国
語

理
科

理
科

数
学

情
報

理
科

数
学

情
報

全
教

科
全

教
科

社
会

国
語

国
語

情
報

数
学

国
語

情
報

数
学

全
教

科
全

教
科

全
教

科
全

教
科

全
教

科
学

習
が

考
え

ら
れ

る
教

科
/
科

目
例

４ 年

実 践 探 究 ４

テ
ー

マ
T
o
k
を

軸
と

し
て

問
い

づ
く

り
と

探
究

の
実

践
を

繰
り

返
し

，
思

考
を

深
化

さ
せ

る
。

（
実

践
・

深
化

）

内
　

容
わ

ら
う

ち
わ

ら
す

き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら

じ
作

り
わ

ら
じ

遠
足

課
題

研
究

概
論

G
o
k
a
s
e
-
T
o
K⓪

(
帰

れ
ま

1
0
0
)

G
o
k
a
s
e
-
T
o
K
①

A
i
G
R
O
W
受

検

G
o
k
a
s
e
-
T
o
K
②

～
ﾃ
ｰ
ﾏ
設

定
～

A
i
G
R
O
W
振

返
り

G
o
k
a
s
e
-
T
o
K
③

～
ﾃ
ｰ
ﾏ
設

定
～

数
理

探
究

ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

振
返

り

M
S
E
C
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

-

哲
学

対
話

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
講

座

実
践

探
究

活
動

背
景

，
R
Q
，

仮
説

設
定

(
希

望
者

)
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
荒

踊
り

本
番

普
遍

探
究

活
動

調
査

・
分

析
研

究
倫

理

普
遍

探
究

活
動

調
査

・
分

析
価

値
創

造
フ

ォ
ー

ラ
ム

実
践

探
究

活
動

調
査

・
分

析
・

考
察

(
希

望
者

)
夜

神
楽

鑑
賞

実
践

探
究

活
動

数
理

探
究

ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

振
返

り

実
践

探
究

活
動

調
査

・
分

析
・

考
察

実
践

探
究

活
動

～
研

究
発

表
準

備
～

発
表

会
準

備

探
究

成
果

発
表

会
【

学
年
別

】
［

全
員

］

1
年

間
の

振
返

り
A
i
G
R
O
W
受

検

探
究

成
果

発
表

会
［

代
表

者
］

見
学

(
ひ
な
た
武
道
館
)

バ
ス

要
：

県
費

要
：

寮
費

連
携

機
関

　

フ
ァ

ミ
リ

ー
本

校
職

員

地
域

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ

本
校

卒
業

生
本

校
職

員
本

校
職

員
本

校
職

員
本

校
職

員
本

校
職

員
県

内
関

係
機

関
他

校
生

徒
教

員
等

梶
谷

真
司

（
東

京
大

学
）

本
校

職
員

本
校

職
員

本
校

職
員

本
校

職
員

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム

個
人

の
探

究
す

る
ﾃ
ｰ
ﾏ
に

よ
っ

て
,
協

力
者

や
連

携
機

関
を

選
択

し
,
依

頼
す

る
。

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
,
G
I
A
H
S
地

域
住

民
,
研

究
協

力
者

,
そ

の
他

自
治

体
や

企
業

,
本

校
職

員
　

等

指
導

協
力

者

指
導

者
　

等

(
敬

称
略

)

教
科

等
横

断
的

な
理

科
,
技

術
家

庭
,

道
徳

社
会

,
技

術
家

庭
,

道
徳

全
教

科
※

課
題

研
究

メ
ソ

ッ
ド

の
積

極
的

な
活

用
学

習
が

考
え

ら
れ

る
教

科
/
科

目
例

５ 年

普 遍 探 究 ５

テ
ー

マ
個

人
の

テ
ー

マ
に

基
づ

い
て

普
遍

探
究

活
動

を
繰

り
返

す
こ

と
で

普
遍

的
な

問
い

に
迫

り
，

成
果

を
ま

と
め

る
。

（
探

究
・

表
現

）

内
　

容
わ

ら
う

ち
わ

ら
す

き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら

じ
作

り
わ

ら
じ

遠
足

R
Q
・

仮
説

の
見

直
し

調
査

・
分

析
の

手
法

A
i
G
R
O
W
受

検

普
遍
探
究
活
動

調
査
・
分
析
・
考
察

A
i
G
R
O
W
振
返
り

普
遍
探
究
活
動

調
査
・
分
析
・
考
察

数
理
探
究
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

振
返
り

研
究
計
画
発
表
会

-

普
遍

探
究

活
動

～
調

査
・

分
析

・
考

察
～

調
査

・
分

析
の

手
法

②

(
希

望
者

)
ユ

ネ
ス

コ
無

形
文

化
遺

産
荒

踊
り

本
番

普
遍

探
究

活
動

～
調

査
・

分
析

・
考

察
～

研
究

倫
理

に
つ

い
て

E
n
g
l
i
s
h
 
D
a
y

普
遍

探
究

活
動

(
希

望
者

)
夜

神
楽

鑑
賞

普
遍

探
究

活
動

数
理

探
究

ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

振
返

り

普
遍

探
究

活
動

～
研

究
論

文
要

項
（

英
語

ア
ブ

ス
ト

ラ
ク

ト
）

作
成

・
発

表
準

備
～

発
表

会
準

備

探
究

成
果
発

表
会

【
学

年
別

】
［

全
員

］

県
北

地
区

探
究

合
同

発
表

会
（

延
岡

高
校

）

1
年

間
の

振
り

返
り

A
i
G
R
O
W
受

検

探
究

成
果

発
表

会
［

代
表

者
］

M
S
E
C
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

(
オ

ン
ラ

イ
ン

)

バ
ス

要
：

創
P

要
：

寮
費

要
：

副
教

材
費

連
携

機
関

　

フ
ァ

ミ
リ

ー
本

校
職

員

地
域

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ

本
校

卒
業

生
本

校
職

員
本

校
職

員
本

校
職

員
県

内
関

係
機

関
他

校
生

徒
教

員
等

個
人

の
探

究
す

る
課

題
に

よ
り

,
協

力
者

や
連

携
機

関
を

選
定

し
,
依

頼
す

る
。

夏
休

み
，

秋
休

み
を

利
用

し
て

研
究

を
す

す
め

る
本

校
職

員
A
P
U

（
立

命
館

ア
ジ

ア
太

平
洋

大
学

）

個
人

の
探

究
す

る
ﾃ
ｰ
ﾏ
に

よ
っ

て
,
協

力
者

や
連

携
機

関
を

選
択

し
,
依

頼
す

る
。

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
,
G
I
A
H
S
地

域
住

民
,
研

究
協

力
者

,
そ

の
他

自
治

体
や

企
業

,
本

校
職

員
　

等

指
導

協
力

者

指
導

者
　

等

(
敬

称
略

)

教
科

等
横

断
的

な
理

科
,
技

術
家

庭
,

道
徳

社
会

,
技

術
家

庭
,

道
徳

全
教

科
学

習
が

考
え

ら
れ

る
教

科
/
科

目
例

６ 年

普 遍 探 究 ６

テ
ー

マ
普

遍
探

究
の

成
果

を
発

信
す

る
。

（
探

究
・

表
現

）

内
　

容
わ

ら
う

ち
わ

ら
す

き

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ

わ
ら

じ
作

り
わ

ら
じ

遠
足

６
年

間
の

学
び

の
履

歴
の

言
語

化
①

論
文

(
日

本
語

)
の

作
成

A
i
G
R
O
W
受

検

論
文

(
日

本
語

)
の

作
成

A
i
G
R
O
W
振

返
り

論
文

(
日

本
語

)
の

作
成

数
理

探
究

ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

振
返

り

成
果

発
表

会

-

英
語

プ
レ

ゼ
ン

準
備

後
輩

の
探

究
伴

走
６

年
間

の
学

び
の

履
歴

の
言

語
化

②

-

英
語

プ
レ

ゼ
ン

準
備

後
輩

の
探

究
伴

走

英
語

に
よ

る
探

究
成

果
発

表
・

対
話

①

英
語

に
よ

る
探

究
成

果
発

表
・

対
話

②

G
F
探

究
の

ま
と

め
振

返

-

進
路

探
究

数
理

探
究

ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ

振
返

り
M
S
E
C
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾗ
ﾑ

オ
ン
ラ
イ
ン
o
r
対
面

連
携

機
関

　

フ
ァ

ミ
リ

ー
本

校
職

員

地
域

ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ

本
校

卒
業

生
本

校
職

員
本

校
職

員
本

校
職

員
本

校
職

員
本

校
職

員
県

内
関

係
機

関
他

校
生

徒
教

員
等

本
校

職
員

本
校

職
員

本
校

職
員

宮
崎

県
教

育
委

員
会

県
内

A
L
T
(
県

北
地

域
)

本
校

職
員

本
校

職
員

指
導

協
力

者

指
導

者
　

等

(
敬

称
略

)

教
科

等
横

断
的

な
理

科
,
技

術
家

庭
,

道
徳

地
理

歴
史

,
家

庭
全

教
科

全
教

科
全

教
科

全
教

科
全

教
科

全
教

科
（

英
語

科
を

中
心

と
し

て
）

全
教

科
全

教
科

学
習

が
考

え
ら

れ
る

教
科

/
科

目
例

教
育

課
程

外
の

取
り

組
み

と
の

連
携

○
G
I
A
H
S
協

議
会

，
五

ヶ
瀬

町
な

ど
地

域
や

関
係

機
関

と
の

連
携

○
G
I
A
H
S
ｱ
ｶ
ﾃ
ﾞ
ﾐ
ｰ
（

高
校

生
自

主
活

動
ｸ
ﾞ
ﾙ
ｰ
ﾌ
ﾟ
）

へ
の

参
加

　
［

内
容

：
高

千
穂

高
校

の
参

加
者

と
共

に
W
e
b
メ

デ
ィ

ア
「

ひ
こ

う
き

雲
」

の
出

稿
な

ど
ｲ
ﾍ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
の

企
画

・
運

営
，

参
加

を
行

う
。

］
（

対
象

：
４

～
６

年
生

）

〇
「

創
造

的
教

育
方

法
実

践
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
の

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
メ

ン
バ

ー
・

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
の

連
携

○
教

養
講

座
を

活
用

し
た

，
地

域
活

動
へ

の
参

加
（

対
象

：
１

～
５

年
生

）
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４－７ 担当者一覧 

○管理職

校長 鎌田 雄一 

後期教頭 𠮷田 大二郎 

前期教頭 園田 敦己 

事務長 小玉 雅一 

○コーディネーター

４４６株式会社 吉村 優 

４４６株式会社/おさとう works 佐藤 翔平 

○まなカリ PT

研究調査部主任 

まなカリ PTリーダー 
上田 聖矢 

まなカリ PT副リーダー 門田 直道 

教育 DX推進チームリーダー 友岡 秀文 

教務部主任 猿渡 康介 

進路指導部主任 山田 和孝 

まなカリ PTメンバー 山之内 岳 

山本 大輔 

橋口 宣文 
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